















が変化することが知られている(e.g., Kohler & Moya-Sola 2009)。こうした変化は、捕食者の不在により高
密度化し、利用可能な餌資源量が制限され生じたと考えられているが、島嶼環境に生息する陸上大型哺乳類























データと合致するか確認した。成長に伴う髄腔の拡大で LAG の一部が消失していた個体は Cooper et al. 
















本州・北海道のシカ類は大陸種と変わらず(Calderon et al. 2019)、最内層の LAG 間の間隔が広く、成長
が速い哺乳類の骨で形成される組織(fibro-lamellar bone)が観察された。一方、沖縄の絶滅種リュウキュ
ウジカ・ムカシキョンは、幼体であっても、最内層の LAG の間隔が狭く、爬虫類などの骨の成長速度が遅い
動物に形成される parallel-fibered bone が観察された。最も大きな成体では、成長に伴う、髄腔の拡大と
リモデリングによって、幼体からの骨組織がすべて保存されていないにも関わらず、リュウキュウジカにお
いては少なくとも 12 本もの LAG の発達が認められた。多数の LAG の発達はリュウキュウジカ・ムカシキョ
ンが長寿であったことを示唆し、歯の摩耗に基づく年齢査定の先行研究(Kubo et al. 2011)とも整合的であ
る。ヤクシカ・ケラマジカに関しては、本州・北海道に生息するシカ類と沖縄の絶滅シカ類の骨組織に見ら
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